【特殊な用語】
　「かもじ・おひやし」。これらはいったい何を意味するでしょう。あるテレビのクイズ番組でこんな問題がありました。これは室町時代に太上天皇の仙洞御所に仕える女房たちの間で始まった、『女房詞』と呼ばれるものです。人前であからさまに口にすることをはばかるようなことばをそのまま使わず、遠回しに伝えようとして生まれた詞だそうです。
　ちなみにさきほどの答えは、「かもじ－髪、おひやし－水」。
　ふと私は、以前アルバイトをしていた美容院で、「１番にいってきます。」とか、「３番お先にどうぞ。」などと言っていたことを思い出しました。最初は何のことだかわからず尋ねてみたところ、お客様にわからないように、１番は昼食、３番は休憩と、職場の中で暗号を決めているとのことでした。
　このように専門的な職業集団では、そこでのみ用いる特殊な用語があるようです。これらは歴史的な流れの中で現代に残っているものの一つといえます。

【Ｕターン就職】
　東京都には人材Ｕターンセンターがある。「Ｕターン」とは、大都市から地方へ就職することで、これが年々増加しているという。
　この「Ｕターン就職」増加の背景には、都市部での地価の急騰、通勤の苦労や過重な仕事の負担などがあると考えられる。また卒業、就職などを機に、故郷の出身道府県へ戻りたいという動きもみられる。
　これらの現象は、一極集中から地域間の格差をなくすためには望ましいといえる。しかし、Ｕターン希望者に対する地方の雇用機会の情報は少なく、その一方で、雇い入れ希望の企業はＵターン希望者の情報に不足するという問題があり、雇用情報システムの拡充が望まれるところである。
　大都市の中心部から周辺部へと人々が移動し、通勤時間が２～３時間というのは今や常識になってきた。満員電車にゆられることなく仕事に行きたい、ゆったりした時間がほしい、そんな気持ちがＵターン就職増加につながっているのかもしれない。

【自転車】
　今日は怖い光景を見てしまった。
　自転車に買物した荷物を思い切り積んで、勢いよく走る若い母親は、５０ｍ先の信号が青なのを見つけると、後ろで同じく自転車に乗っている子どもに、「青よっ、急ぐよ！」と言うなりスピードを上げた。けれど後ろの子どもの方を向きながら言ったので、反対方向から自転車に乗ってきた人とぶつかってしまった。「きゃあ、すみません、すみません！」その後の子どもののんびりした声で不謹慎ながら笑ってしまった。「あーあ、おかあさん何をしているの。」
　文句はいくつか言いたいが、まずは、信号が青だから、と５０ｍも前から急がせるのはおかしい。後ろを向きながらスピードを上げるのも尋常とは思えない。つまり、全く子どもの言うとおり「何をしているの」である。ぶつけられた相手には、心から同情してしまう。
　人間の想像力は、こんな時のためにある。「もしも事故が起きたら」と思えば、こんな無茶はできないはずだ。

【赤とんぼ】
　『赤とんぼ』という歌を口ずさむときに出てくる「おわれて」という言葉にあなたはどんな漢字をあてはめますか？
　一つは「追われて」。もう一つは、「負われて」という字。しかし、「追われて」と「負われて」では歌詩の意味がずいぶん違ったものになります。
　「追われて」となると、主語は何でしょう。“赤とんぼ”でしょうか。子どもたちに追いかけられたのはいつの日のことだったか、と思い出しているのでしょうか？
　「負われて」となると、主語は誰でしょう。２番３番の歌詞を見るとこの歌詞が「追われて」ではなく、「負われて」であることがわかります。
　それは、この歌詞の作者。“ねえや”におぶってもらっていた“彼”が、夕焼け時分に赤とんぼを見て、ふと昔に思いを馳せたのではないでしょうか。
　このように、なにげなく歌っている歌詞でも、真に使われている文字を知るだけで、歌自身の本当の意味を理解するきっかけとなるのです。

【スモーク】
　この秋、友人に誘われてキャンプに出かけた。「一味違う」が今回のテーマだ。定番とは少し違った献立にしようとアイデアを出しあった。
　友人Ａはブリアラで赤だしを作るという。友人Ｂは七輪で生サンマを焼くという。また、甲府に住む友人Ｃがブドウを差し入れしてくれるという。
　そして、目玉料理として「スモーク」に挑戦することになった。スモークチップをフライパンに広げ、カセットコンロにかける。シシャモ・手羽先・ゆで玉子・ウインナー・チーズなどをのせた金網に段ボールをかぶせ、密閉する。あとは待つこと９０分。おいしいスモーク料理ができるはずだった。
　ついおしゃべりに夢中になってしまい、ふと気づいたときには、段ボールからチロチロと火が出ていた。残念無念！食材は真っ黒こげ。文字どおり煙と消えてしまったのである。
そのあとの話し合いで、次回テーマが「スモークをおいしく食べよう」に決まったのはいうまでもない。

【食べ残し】
　外で食事をすると、注文した料理の盛りが自分にとって多過ぎるということがよくある。そんなとき、満腹状態でも勿体ないのでつい無理をして食べてしまう。“貧乏性”と言ってしまえばそれまでなのだが、どうも残すのが心苦しいのである。
　それでは、自分の家で食事をするときもそうなのかというとそうではない。無理をせずに残すか、予め少なめによそう。家の人が作ったものだから、残しても心苦しくないというわけではない。家であれば、残しても時間をおいて、あるいは次の日に、残したものを食べることが可能だ。しかし、外食となるとそうはいかない。いや、そうではない。残したものを家に持ち帰ったり、予め少なめにしてもらったりすることがなかなかできないのである。
　アメリカでは、外食して自分が食べ残したものを詰めてもらい、それを持ち帰ることがごく当たり前に行われている。日本でもこれが当たり前のように行われれば良いのに、とつくづく思う。

【クリスマス】
　毎年クリスマスになると、妙にウキウキしたり、皆が皆キリスト教徒じゃないのに、と斜に構えたりする。けれど楽しいことが大好きな私たちは、便乗組の波に自分から飛び乗って、共に賑々しく過ごすのである。
　１２月には、アクセサリー売場に不似合いな人たちがたむろする。彼女のためのプレゼントを懸命に探す、「彼」だ。ウィンドーと自分の財布を見比べ、考え込み、どんなものが似合うのかどんな顔で喜んでくれるだろう、と必死の形相で選んでいる姿を見ると、ほほえましくなりつい小声で、「がんばってね！」と言ってしまう。
　「彼女」にしてもまた然り。しかし彼女たちは準備万端しっかり毛糸のセーターなどを編んで“その日”の１２月２４日まで隠し持っていたりする。案外彼女の方が計略には長けている。
　どうぞ仲良く。そして１２月３１日～１月１日にかけて二人はそろって神社に初詣をし、おみくじをひいて吉凶に一喜一憂するのである。

[bookmark: _GoBack]【香水】
　私たちが日ごろ『香水』と呼んでいるものは、厳密にいうと香料濃度が１０～３０％、香りの持続期間が５～７時間のものである。ではこれ以外にどんな種類があるかというと、以下の通りになる。
　①パルファン・ド・トワレ（濃度８～１５％、持続時間３～４時間）
　②オード・ド・トワレ（濃度４～８％、持続時間２～３時間）
　③オー・デ・コロン（濃度２～５％、持続時間１時間）
　さて、この４種類の香り、香水は“点”、オード・ド・トワレは“線”、オー・デ・コロンは“面”でつけると一般にいわれている。では、同じ香りの場合、香水を点でつけたときと、トワレを線でつけたときの香り立ちは同じかといえば、これがまったく違う。トワレは香水の代わりにはなれないし、香水もトワレの代わりにはなれない。
　十代がコロンの似合う年齢ならば、二十代がトワレ、三十代はパルファン、そして香水が本当に身につくのは四十代からなのかもしれない。
